
朝日村議会へご意見をお寄せください

私たちの果たす役割

令
和
２
年
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、謹
ん
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
議
会
活
動
に

温
か
な
ご
指
導
と
ご
理
解
を
賜
り
、紙
面
を

お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
近
年
の
気
象
状
況
を
見
る
に
つ
け

て
、今
年
は
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。村
は
防

災
計
画
の
見
直
し
を
始
め
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
っ
て
水
害
対
策
を
始
め
、地
区
防
災
会
の

再
編
や
避
難
行
動
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な

ど
、村
民
皆
様
の
暮
ら
し
の
安
全
安
心
に
繋

が
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

今
年
の
村
の
大
き
な
動
き
は
何
と
言
っ
て

も
、第
６
次
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

村
は
こ
れ
ま
で
、10
年
ご
と
に
、目
指
す
村

の
姿
の
目
標
を
掲
げ
て
村
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。す
で
に
計
画
行
政
50
年
の
歴
史

を
刻
み
ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
た
ゆ
ま
な
い
努
力
で
築
き
上

げ
て
き
た
風
土
を
、未
来
の
村
民
に
確
実
に

渡
す
た
め
に
は
、今
を
生
き
る
私
た
ち
の
果

た
す
役
割
は
重
要
と
考
え
ま
す
。第
６
次
総

合
計
画
は
、困
難
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と

を
前
提
に「
住
民
参
画
」と「
住
民
協
働
」の
村

づ
く
り
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。議
会
は
こ

う
し
た
村
の
取
り
組
み
と
住
民
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
、今
年
も
頑
張
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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提出議案は、専決処分・条例・補正予算など計20議案が上程されました。
全員協議会で審議を行い、全員賛成で原案どおり可決しました。
また、陳情については委員長報告のとおり全員賛成で採択しました。

令和元年12月定例議会が、12月5日から
17日まで13日間の期間で開催されました。
1億4,460万円の一般会計補正予算可決！

12月
定例会

議会の議決事項の概要
議案の内容 概要 結果

専
決

専決処分の承認を求めることについて（一般会計補正予算） 台風19号の影響により林道災害復旧に要する費用
承認専決処分の承認を求めることについて（あさひプライムスキー場事

業特別会計補正予算）
緊急の施設改修に関する費用（予算組替）降雪配水管改修
ゲレンデ法面改修、暖房器具等の不具合

条
例

朝日村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用
弁償に関する条例の制定

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う、会計年度任用職
員の報酬等に関する必要事項を定める

可決

朝日村フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う、会計年度任用職
員の報酬等に関する必要事項を定める

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定

会計年度任用職員制度の導入に伴い、関係する条例を一括して改
正するもの

朝日村における再生可能エネルギー発電設備設置事業と環境等と
の調和に関する条例の制定

再生可能エネルギー発電施設設置事業において、朝日村の自然景
観や農地及び防災の保全形成など良好な生活環境との調和を図
るために必要な事項を定めるもの

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例
長時間労働の是正措置「働き方改革を推進するための関係法律整
備に関する法律」及び時間外勤務命令の上限の設定に係る人事院
規則の改正に準ずるため、条例の一部改正

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例

令和元年8月7日の人事院勧告を考慮し、議会議員の期末手当に
ついて支給割合を改定するもの

特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する
条例

令和元年8月7日の人事院勧告を考慮し、特別職の職員の期末手
当について支給割合を改定するもの

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 令和元年8月7日の人事院勧告を踏まえ、一般職の職員の給与に
関する条例の一部改正

そ
の
他
事
件

工事請負契約の変更 村道古見57号線道路改築工事請負契約の変更を締結するため議
会の議決を求めるもの

可決辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更 上組辺地に係る総合整備計画の変更、村道西洗馬7号線（通称長
坂）道路拡幅工事整備事業

村道路線の認定 県道中組バイパス開通に伴う、県道御馬越塩尻停車場線を村道と
して引き受ける区間の道路認定

補
正
予
算

令和元年度一般会計補正予算 歳入歳出予算のそれぞれ144,600千円を追加し、歳入歳出予算を
総額それぞれ3,174,600千円とするもの

可決

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算 歳入歳出予算のそれぞれ1,090千円を追加し、歳入歳出予算を総
額それぞれ488,063千円とするもの

令和元年度介護保険特別会計補正予算 歳入歳出予算のそれぞれ3,056千円を追加し、歳入歳出予算を総
額それぞれ528,126千円とするもの

令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算 歳入歳出予算のそれぞれ122千円を追加し、歳入歳出予算を総額
それぞれ50,928千円とするもの

令和元年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算 繰越金による財源補正

令和元年度簡易水道事業会計補正予算 既定の収益的支出の予定額から819千円を減額し、収益的支出の
総額を140,504千円とするもの

令和元年度下水道事業会計補正予算

既定の収益的収入の予定額から78,065千円を減額し、収益的
収入の総額を334,110千円とし、収益的支出の予定額から4千
円を減額し、収益的支出総額の総額を286,891千円とし、資本
的収入の予定額に130,000千円を追加し、資本的収入の総額を
246,198千円とするもの

陳
情妊婦を対象とした歯科健康診査の実施を求める陳情書 妊婦を対象とした歯科健康診査の実施を、長野県保険医協会、塩

筑歯科医師会連名で陳情書が提出された 採択
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台風19号被害に関連する
補正予算

台風19号により、林道樫俣線等に崩落
や荒れが多数発生したため緊急対策費
240万円で修繕を行った。（専決処分の
承認）さらに、崩落復旧には370万円が
見込まれること。また、後日判明した鎖
川流域の針尾用水首頭工（入三運動広
場付近）の復旧には2,400万円が見込
まれる補正予算を可決した。

再生可能エネルギー等に
関する条例制定

再生可能エネルギーが注目される
中、村でも太陽光発電施設の設置が
行われている。
村の自然環境や農地及び防災の観点
から、事業者が村内で再生可能エネ
ルギー発電施設を設置する場合、村と
事前協議を行うこと、近隣関係者の同
意が必要などの条例案を可決した。

台風19号対応を
教訓とした防災対策
強化等に係る経費
1,066万円

・防災行政無線子局増設
工事

・地域防災計画改正業務
委託費

・庁舎雨量計等設置工事
他



条例未公布問題は、一昨年１２月議会の最終日の議
案採決の場面で発覚した。その後、村は十分な説明が
ないまま、条例は正常化されることなく前村長が退任
し、小林村長に引き継がれた。昨年７月行政監査が入
り、結果報告書が８月７日、村と議会に提出された。こ
れを受け議会は６項目に及ぶ提言をまとめて村へ提出
した。１０月２８日、村は臨時会を招集して、未公布条
例の正常化を提案し議会はこれを認めた。１２月１７日
議会全員協議会の席上、村から職員の処分と再発防
止策及び使用料返還の取り扱いの報告を受けた。職
員の処分については、法的に退職者は処分対象から
外れるため、当時（H21）関わった者で、現在在職中の
職員が該当する（厳重注意３人・口頭注意２人）とした。

斎藤勝則議員の対応報告

斎藤勝則議員の９月議会本会議を病欠し、外出して
いた問題について、この紙面をお借りして深くお詫び
申し上げます。斎藤議員からは、自覚と責任に欠ける
行為で弁解の余地はなく、失った信頼を回復する誓約
の証として、始末書が提出されました。その後、自らの
責任を明確にするために１２月議会開会前に、総務産
業委員長と議会運営副委員長を辞任したい旨申し出

再発防止策は、総務課で集約管理するとした。
条例未公布問題発覚から1年を経て、ようやく解決

の方向が見えてきた。この間、村民からは様々なご意
見が届いた。特に「作業棟条例」については、施設本来
の目的に沿った利活用を求める「請願」が森林のクラ
ブから提出されたこともあり、この条例がその趣旨に
沿った内容で再整備されたことは喜ばしかった。

様々な関心を寄せた今回の問題について、肝要は
再発防止である。行政ばかりでなく議会の役割も求め
られ、チェック監視機能をしっかり果たしていく必要が
ある。尚、今回の問題について、村は情報を全て村民
へ公開している。村のホームページと回覧板をご覧い
ただきたい。

があり、委員会及び本会議でこれを認めました。また
本人の一般質問冒頭で村民皆様に謝罪がありました。
今回の件は、個人の問題でありましたが、改めて議員
全員でコンプライアンスの在り方を再確認して村民皆
様の信頼回復に努めることを共有しました。

（塩原智惠美）

第３回
臨時会

条例未公布問題決着
6議案（条例廃止2件、制定3件、改正1件）を可決

社会文教委員会報告
委員会は12月10日に開催し陳情1件を慎重に

審査した結果を報告いたします。
陳情第10号　妊婦を対象とした歯科健康診査

の実施を求める陳情書については「採択」としま
した。

審査の主な経緯は次のとおりです。
まず、陳情者である長野県保健医協会より説

明を受けました。
現在、長野県内では妊婦の歯科健康診査を実

施している市町村は35%（77市町村中27市町
村）で妊娠による口腔環境の変化や「つわり」に
よる嗜好変化、歯磨きの困難などにより、虫歯
や歯周病になりやすく、妊婦が初期症状に気づ

きにくいことや、症状が進行しやすいこと、また
重度の歯周病がある妊婦は、早産や低体重児
出産のリスクが高まることが報告されました。
こうしたことから適切な歯科受診や口腔ケアを
行い、妊娠期の口腔内環境を良好に維持するこ
とはもちろん、誕生してくる赤ちゃんの虫歯や
歯周病予防に繫がるとして、当委員会では妊婦
歯科健診の重要性を認識しました。よって、当
村も、保健師による口腔環境の維持指導や歯
科医師による妊婦歯科健診の充実と実施が必
要であるとの結論に達し、この陳情を全会一致
で採択としました。

社会文教委員長　林　邦宏

請願・陳情・要望
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清沢正毅議員（4ページ）

1 村行政のスピード・質の向上を目指しての、村長の副村
長への思いと副村長の政治姿勢について

2 朝日村の福祉医療費給付事業について

髙橋廣美議員（5ページ）

1 老朽化している公共施設の管理体制について
2 縄文むら公園の整備について

林　邦宏議員（5ページ）

1 生活道路・西洗馬 7 号線早期整備を
2 幼児教育・保育の無償化対応は

中村文映議員（6ページ）

1 朝日村ホームページの運用状況について
2 あさひプライムスキー場について

齊藤勝則議員（6ページ）
1 超高齢化社会に対応した公共交通を
2 村の公共墓地、必要と思うが
3 防災対策について

上條昭三議員（7 ページ）

1 災害対策について
2 気候非常事態宣言について
3 松くい虫対策について

北村直樹議員（7 ページ）

1 転入者向けの村ＰＲ方法について
2 稼ぐ村づくり＝福祉向上の考え方提案

上條俊策議員（8 ページ）

1 災害時の対応策は
2 朝日村消防団の処遇改善について

高橋良二議員（8 ページ）

1 地区組織・防災部会・地区役員等について
2 旭ヶ丘地区について

問　
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
・
質
の
向
上
を
目

指
す
と
の
事
で
あ
る
が
、
副
村
長
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
何
か
？
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た

め
の
権
限
移
譲
も
考
え
て
い
る
の
か
？

村
長　
村
の
現
状
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
し
、
県
の
パ
イ
プ
等
を
活
か
し
改
善
を

図
る
、
そ
し
て
第
三
者
的
な
目
で
条
例
未

公
布
問
題
を
解
決
す
る
。
す
で
に
4
例
ほ

ど
改
善
事
例
が
あ
る
。

　

ま
た
、
村
長
不
在
に
よ
る
弊
害
を
縮
小

す
べ
く
権
限
委
譲
し
て
ダ
ブ
ル
で
取
り
組

み
、
他
の
町
村
に
後
れ
を
取
っ
て
し
ま
う

と
言
う
危
機
感
を
回
避
す
る
た
め
に
決
裁

規
定
も
見
直
す
。

問　

現
状
の
朝
日
村
の
強
み
弱
み
は
何

か
？
副
村
長
の
政
治
姿
勢
を
伺
い
た
い
？

副
村
長　
強
み
は
、
役
場
組
織
が
コ
ン
パ

ク
ト
で
意
思
決
定
が
迅
速
、
女
性
の
起
用

が
多
い
、
非
正
規
職
員
が
大
き
な
戦
力
。

弱
み
は
、
正
規
職
員
が
少
な
い
。
年
齢
構

成
に
隔
た
り
が
あ
り
、
安
定
し
た
行
財
政

運
営
に
影
響
も
あ
り
得
る
。

　

今
後
、
行
財
政
運
営
の
指
針
を
つ
く

り
、
適
正
な
人
員
配
置
と
採
用
に
結
び
つ

け
、
人
材
育
成
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
効
率

化
省
力
化
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
男
女
共

同
参
画
計
画
を
作
成
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
役
場
内

に
構
築
し
て
い
く
。

問　

福
祉
医
療
費
現
物
支
給
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
1
年
が
経
つ
が
、
村
は
現
物

支
給
対
象
を
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

対
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
？

住
民
福
祉
課
長　

1
年
間
の
医
療
費
給

付
額
の
実
績
が
72
万
円
の
増
と
な
っ
た
が
、

現
物
給
付
制
度
の
影
響
と
は
言
い
難
い
。

今
後
、
県
内
自
治
体
の
導
入
状
況
や
実
績

お
よ
び
第
6
次
総
合
計
画
審
議
で
の
村
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
も
鑑
み
る
と
と
も

に
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
拡
大
の
観
点
か

ら
、
来
年
度
18
歳
ま
で
の
現
物
支
給
の
拡

大
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
村
長
へ
の
期
待
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
？

答 

経
験
を
活
か
し
他
自
治
体
に
優
る
行
財
政
運
営
と
行
革
に
期
待

清沢正毅 議員

村政に問う！！一般
質 問 12 月議会開催中の 13 日（金）に議員 9 名が一般質問を行った。

ここが聞きたい　9議員 20 項目

12年ぶりに副村長を迎えた役場庁舎
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問　
公
共
施
設
の
総
合
管
理
計
画
の
な
か

で
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
次
の
個
別
施

設
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。
第
一

に
旧
役
場
庁
舎
で
す
。
文
化
財
と
し
て
貴

重
な
存
在
で
あ
る
、
地
域
の
防
災
拠
点
に

等
、
そ
の
存
続
又
は
解
体
の
議
論
が
数
多

く
出
て
い
る
。
耐
震
補
強
が
出
来
て
い
な

い
中
、
安
全
面
で
危
惧
す
る
が
、
今
後
の

計
画
は
如
何
か
。
次
に
旧
お
ひ
さ
ま
保
育

園
の
今
後
の
利
活
用
は
。

村
長　
総
合
審
議
会
に
答
申
を
求
め
、
地

元
に
も
諮
っ
た
が
結
論
は
出
な
い
。
改
修

費
等
の
経
費
面
が
不
明
で
あ
る
の
で
判
断

が
分
か
れ
た
。
2
月
に
調
査
結
果
が
出
る

の
で
そ
の
後
財
政
計
画
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

総
合
審
議
会
や
地
元
に
諮
る
。
旧
お
ひ
さ

ま
保
育
園
に
つ
い
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
、
レ

ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
等
ニ
ー
ズ
を
模
索
し
て

い
る
が
難
し
い
。
更
地
に
し
て
売
却
等
も

含
め
今
後
検
討
し
て
い
く
。

縄
文
む
ら
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

問　
縄
文
む
ら
公
園
は
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
気
軽
に
行
け
、
憩
え
る
場
所
と
し
て
素

晴
ら
し
い
公
園
で
あ
る
。
中
央
の
木
製

テ
ー
ブ
ル
を
プ
ロ
の
手
で
磨
き
、
屋
根
は

付
け
ら
れ
な
い
か
。

教
育
次
長　

縄
文
む
ら
協
議
会
に
諮
り
、

今
後
の
利
用
計
画
、
維
持
管
理
費
を
照
ら

し
合
わ
せ
検
討
す
る
。

問　

平
成
28
年
5
月
、
上
組
・
向
陽
台

62
世
帯
の
署
名
付
き
要
望
書
が
行
政
・

議
会
に
提
出
さ
れ
3
年
6
ヶ
月
が
経
過

し
て
漸
く
、
要
望
事
項
が
辺
地
対
策
事

業
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
段
階
と
成

り
令
和
2
年
か
ら
執
行
し
て
、
4
年
で

事
業
完
了
す
る
計
画
と
伺
っ
て
い
る
、

こ
の
道
路
整
備
事
業
は
辺
地
指
定
の
地

区
民
に
満
足
感
が
与
え
ら
れ
る
事
業
に

仕
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

道
路
構
造
の
改
良
は
見
通
し
の
悪
い
カ
ー

ブ
の
緩
和
で
死
角
の
解
消
・
急
カ
ー
ブ
の

解
消
で
危
険
個
所
の
排
除
道
路
幅
員
の
拡

幅
で
、
擦
れ
違
い
箇
所
の
確
保
、
過
大
な

要
望
で
は
無
い
道
路
環
境
の
改
善
は
日
当

た
り
を
良
好
に
す
る
た
め
、
路
上
の
上
空

に
繁
茂
し
て
い
た
立
木
の
枝
打
ち
は
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
山
側
・
谷
側
か
ら
路
上

の
上
空
を
覆
っ
て
い
る
立
木
の
伐
採
処
理

の
実
施
を
切
望
し
て
い
る
。

建
設
環
境
課
長　
内
示
後
、
5
月
以
降
か

ら
地
形
測
量
し
て
か
ら
予
備
設
計
・
概
要

設
計
と
成
る
、
道
路
整
備
内
容
は
要
望
事

項
が
反
映
出
来
る
よ
う
、
対
応
し
た
い
、

立
木
の
伐
採
は
地
権
者
の
協
力
を
得
て
進

め
た
い
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
対
応
は

教
育
長
・
次
長　
想
定
さ
れ
る
給
付
額
は

半
年
で
1
3
0
0
万
円
位
、使
途
は
教
育・

保
育
の
質
の
向
上
に
充
当
す
る
。

問　
10
月
か
ら
幼
保
無
償
化
が
開
始
さ
れ

た
。
当
村
は
7
年
前
か
ら
3
歳
児
か
ら
5

歳
児
ま
で
保
育
料
無
料
化
を
実
践
し
て
い

る
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
保
育
の
質
の

向
上
、
保
育
環
境
等
の
充
実
、
男
性
保
育

士
確
保
や
、
病
後
児
保
育
な
ど
が
要
望
さ

れ
、
給
付
金
額
・
使
途
は
、
英
語
教
育
へ

の
対
応
を
お
た
ず
ね
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
・
次
長　
研
修
会
へ
の
参
加
と
園

内
研
修
の
実
施
で
資
質
向
上
を
図
り
、
英

語
保
育
は
ア
ダ
ム
ス
先
生
で
定
期
的
に
実

施
,
暑
さ
対
策
は
全
保
育
室
に
エ
ア
コ

ン
設
置
済
み
、
男
性
保
育
士
の
確
保
は
視

野
に
入
れ
て
い
く
。

美術館に隣接する縄文むら公園

後利用検討中の旧おひさま保育園

道路整備が予定される
西洗馬7号線

老
朽
化
し
て
い
る
公
共
施
設
の

管
理
体
制
は

答 

経
費
等
精
査
し
本
年
度
中
に
結
論

髙橋廣美 議員

村
道
西
洗
馬
７
号
線
早
期
整
備
を

答 

今
定
例
議
会
に
辺
地
計
画
と
し
て
上
程
し
て
い
る

林　邦宏 議員
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問　
村
長
は
、
ス
キ
ー
場
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
今
後
大
き
な
投
資
が
見
込
ま
れ
る

現
状
を
説
明
し
、「
ス
キ
ー
場
あ
り
方
検

討
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
存
続
か
廃
止
か

村
民
の
意
見
を
聞
い
て
年
度
内
に
方
向
付

け
を
し
た
い
と
の
旨
を
示
さ
れ
た
。
ス

キ
ー
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
本
中
ど
こ

も
厳
し
く
、
ス
キ
ー
人
口
は
ピ
ー
ク
時
の

4
割
程
度
ま
で
減
少
す
る
中
で
、
村
長
は

ス
キ
ー
場
存
続
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
ど

の
様
な
考
え
を
お
も
ち
か
。

村
長　
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
継

続
が
一
番
大
事
だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
難
題
や
課
題
が
あ
る
か
を
調
べ

て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
検
討
す
る
上

で
ス
キ
ー
場
の
果
た
し
て
き
た
社
会
的
責

任
、
冬
場
の
雇
用
や
中
信
地
区
の
小
学
校

の
ス
キ
ー
教
室
、
ま
た
、
朝
日
村
に
と
っ

て
観
光
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
て
い
く
。
平
成
27
年
度
か
ら
、
観
光

に
有
利
な
起
債
等
が
使
え
な
く
な
っ
た
が
、

他
に
良
い
補
助
金
が
無
い
か
等
判
断
材
料

を
「
あ
り
方
検
討
会
」
に
提
示
し
て
、
こ

の
1
月
中
を
め
ど
に
方
向
性
を
出
し
て
い

き
た
い
。

意
見　
27
年
間
ス
キ
ー
場
の
果
た
し
て
き

た
役
割
は
、
観
光
・
冬
場
の
雇
用
等
地
域

活
性
化
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
急
激
な
人
口
減
少
と
経
済
の
減

速
な
ど
社
会
的
状
況
を
考
え
る
時
、
直
近

に
迫
っ
た
大
き
な
設
備
投
資
の
前
に
、
村

民
で
大
い
に
話
し
合
っ
て
方
向
を
出
し
て

行
く
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

早
急
に
村
の
持
つ
情
報
を
村
民
に
広
く
開

示
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　
高
齢
者
や
村
民
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の

で
、
村
外
へ
の
デ
マ
ン
ド
運
行
範
囲
拡
大

と
広
丘
線
バ
ス
の
他
に
医
療
機
関
通
院
や

商
業
施
設
へ
の
買
物
、
高
校
生
の
通
学
な

ど
波
田
駅
方
面
へ
の
路
線
の
創
設
は
。

企
画
財
政
課
長　
公
共
交
通
協
議
会
で
検
討

す
る
。

問　
高
齢
者
の
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
で
、
速

度
制
御
装
置
へ
の
補
助
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

建
設
環
境
課
長　
新
年
度
に
検
討
し
た
い
。

公
共
墓
地
の
必
要
性
は
高
い
が

村
長　
村
内
の
２
寺
院
の
墓
地
の
利
用
を

問　
村
内
に
住
む
新
旧
の
住
民
の
中
に

は
、
諸
事
情
で
緊
急
に
公
共
墓
地
が
必
要

な
人
達
が
い
る
、
村
内
２
寺
院
の
檀
家
加

入
は
勿
論
で
あ
る
が
、
小
さ
く
て
も
、
村

内
に
公
共
墓
地
を
ほ
し
い
人
た
ち
が
い

る
、安
住
の
地
と
し
て
、移
住
さ
れ
た
方
々

の
思
い
も
考
え
て
ほ
し
い
。

村
長　
各
地
の
墓
地
を
視
察
し
精
査
し
た

結
果
、
設
置
、
維
持
に
は
費
用
が
掛
か
り

難
し
い
。

あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
の

今
後
は
い
か
に
？

答 

社
会
的
責
任
も
あ
り
継
続
が
大
事
だ
と
考
え
る

中村文映 議員

デ
マ
ン
ド
運
行
拡
大
と

波
田
便
バ
ス
の
創
設
は

答 

来
年
度
見
直
し
を
検
討

斉藤勝則 議員

施設の老朽化がすすむプライムスキー場

デマンドタクシー「くるりん号」 村営バス広丘線

　
私
は
９
月
定
例
議
会
の
最
終
日
に
議
員
資
質
を
問
わ
れ
る
行
動
を
し
て
し
ま
い
、
衷
心

か
ら
皆
様
方
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
村
民
の
皆
様
の
公
僕
と
し
て
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。
宜
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



あさひむら議会だより7

問　
10
月
の
台
風
19
号
の
豪
雨
災
害
は
地

球
規
模
で
の
気
候
変
動
が
も
た
ら
し
た
も

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
国
土
交
通
省

の
作
成
基
準
に
よ
る
「「
千
年
に
一
度
レ

ベ
ル
」
の
豪
雨
が
当
地
域
を
襲
っ
た
場
合

に
浸
水
が
見
込
ま
れ
る
地
域
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ン
朝
日
で
は
「
千
年

に
一
度
レ
ベ
ル
」
の
豪
雨
時
に
対
処
で
き

ま
す
か
。
ま
た
台
風
に
よ
る
停
電
や
洪
水

時
に
朝
日
村
の
水
道
施
設
へ
の
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

建
設
環
境
課
長　
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ン
周
辺
で

は
水
深
3
m
以
上
に
な
り
機
能
が
停
止

し
復
旧
に
何
日
か
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
の
で
浸
水
対
策
も
検
討
。
水
道
水
は

職
員
が
24
時
間
監
視
体
制
で
配
管
が
破
損

し
な
い
限
り
供
給
で
き
る
。

問　
朝
日
村
が
積
極
的
に
気
候
変
動
の
危

機
に
向
か
い
合
う
意
思
表
明
と
な
る
気
候

非
常
事
態
宣
言
を
出
し
ま
せ
ん
か
。
気
象

庁
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
猛
暑
日
の
年
間

発
生
数
が
1
0
0
年
前
と
比
べ
2
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
度
の
台
風
19
号
の

豪
雨
災
害
は
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
が

も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
め
ば
、
あ
さ
ひ
プ

ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
の
存
続
や
農
作
物
に
も

影
響
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
C
O
2

を
吸
収
す
る
朝
日
村
の
87
%
を
占
め
る

森
林
を
守
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
C
O
2

を

削
減
す
る
意
識
を
共
有
す
る
朝
日
村
の
気

候
非
常
事
態
宣
言
で
す
。

副
村
長　
宣
言
を
出
す
た
め
に
は
温
暖
化

が
朝
日
村
の
豊
か
な
自
然
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
有
る
の
か
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
れ
ば
温
暖
化
が
防
げ
る
の
か
議

論
し
村
民
の
機
運
が
高
ま
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

問　
人
口
増
加
対
策
の
一
環
で
向
陽
台
団

地
の
第
3
期
分
譲
地
の
計
画
を
進
め
る
当

村
。
村
内
外
を
問
わ
ず
、
も
っ
と
積
極

的
に
村
施
設
、
お
よ
び
村
内
の
飲
食
店

の
P
R
活
動
に
注
力
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
具
体
的
に
は
村
内
施
設

や
飲
食
店
利
用
時
の
サ
ー
ビ
ス
券
の
発
行
。

ま
た
、
村
外
者
向
け
に
P
R
活
動
の
方

法
を
検
討
し
、
効
率
の
良
い
方
法
で
運
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

産
業
振
興
課
長　
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
村
内
の
観
光
施
設
・
飲
食
店
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
よ
い
提
案
で
あ
る
と
思

う
。
今
後
、
村
内
の
観
光
施
設
・
飲
食
店

を
体
験
で
き
る
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

村
長　
村
の
P
R
の
方
法
に
つ
い
て
は

技
術
的
な
面
を
精
査
し
宣
伝
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

稼
ぐ
村
つ
く
り
＝
福
祉
向
上
の
考
え
方
は
？

問　
現
在
、
今
後
の
朝
日
村
の
在
り
方
を

考
え
る
た
め
に
第
６
次
総
合
計
画
を
検
討

し
て
い
る
。
村
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

多
く
の
課
題
や
希
望
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。
そ
れ
ら
全
て
を
改
善
し
よ
う
と
し
た

場
合
、
そ
の
財
源
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
こ

で
も
っ
と
当
村
で
税
収
を
上
げ
る
施
策
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
自
主

財
源
の
確
保
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
等
。

収
入
が
増
え
れ
ば
そ
の
分
福
祉
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
が
当
局
の
見
解
は
？

村
長　
地
方
交
付
税
確
保
の
為
に
朝
日
村

の
人
口
維
持
が
必
要
で
あ
る
。
人
口
を
維

持
し
な
が
ら
村
内
に
お
金
が
落
ち
る
施
策

を
一
つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

朝
日
村
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
は

答 

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し「
千
年
に一度
レ
ベ
ル
」の
豪
雨
が
降
っ
た
場
合
の

鎖
川
か
ら
の
浸
水
想
定
防
災
マ
ッ
プ
も
作
成
す
る

上條昭三 議員

村
内
外
者
・
転
入
者
向
け
の

村
P
R
方
法
は

答 

観
光
協
会
と
連
携
し
村
施
設
の
利
用
促
進
を
今
後
検
討

北村直樹 議員

台風19号による豪雨災害上田市千曲川鉄橋

さらなるPRが期待される村の観光施設
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1
、
災
害
時
の
対
応
策
は

問　
①
各
地
で
甚
大
な
災
害
が
起
き
て
い

る
今
、当
村
も
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

即
刻
災
害
対
応
策
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
災
害

と
言
っ
て
も
種
々
あ
る
。
地
震
・
水
害
・
土

砂
崩
れ　
等
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
た
対
策

を
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
避
難
場
所
、

収
容
人
数
、
避
難
経
路
、
避
難
所
の
食
料
・

寝
具
等
々
の
備
蓄
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
統
一
、
地
区
未
加
入
者
の
対
応
。
各
地
区

長
は
防
災
会
加
入
者
の
範
囲
し
か
把
握
で
き

な
い
。
地
区
未
加
入
者
の
加
入
促
進
を
。

村
長　
し
っ
か
り
と
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ

く
り
活
動
し
地
区
未
加
入
者
問
題
も
対
策
を

考
え
る
。

2
、
朝
日
村
消
防
団
の
処
遇
改
善
は

問　
10
月
18
日
朝
日
村
消
防
団
幹
部
と
議

会
懇
談
会
を
開
催
し
た
。消
防
団
は
、第
1
回

要
望
を
7
月
5
日
村
に
説
明
し
た
が
、回
答

が
な
い
の
で
、議
会
に
聞
い
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
で
、開
催
し
た
。第
2
回
要
望
書
も
10
月

3
日
に
当
局
に
提
出
し
た
。村
回
答
な
し
。

①
分
団
運
営
交
付
金
は
約
15
年
以
上
何
ら

見
直
し
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
の
間
に
は
消
費
税

ア
ッ
プ
、今
年
は
10
%
に
な
り
ま
し
た
。分

団
運
営
交
付
金
は
現
行
1
5
2
，0
0
0

円
で
、要
望
で
は
20
%
ア
ッ
プ
の
1
8
2
，

4
0
0
円
以
上
に
し
て
ほ
し
い
。②
ま
た
、

団
員
報
酬
金
も
松
本
広
域
構
成
団
体
に
比

較
し
て
低
く
、現
状
は
、団
員
報
酬
を
分
団

運
営
費
に
入
れ
て
運
営
し
、団
員
に
支
給
で

き
ず
、15
年
以
上
改
正
さ
れ
て
い
な
い
。③

訓
練・警
戒・出
動
手
当
は
、金
額
は
近
隣
村

と
見
て
現
状
で
良
い
が
、そ
の
支
給
方
法
を

見
直
し
て
ほ
し
い
。現
在
は
、警
戒
割
1
回
、

出
動
割
3
回
と
し
て
計
4
回
分
を
事
前
に

見
込
支
払
さ
れ
て
い
る
が
、年
間
の
出
動
回

数
は
、昨
年
も
13
回
あ
っ
た
。実
働
に
即
し

た
支
払
を
要
望
す
る
。④
各
種
研
修
会・講

習
会
が
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、現
在
3

回
で
5
日
間
出
席
し
て
い
る
が
、こ
れ
に
対

し
て
何
ら
手
当
が
無
い
が
支
給
を
要
望
す

る
。⑤
大
会
出
場
交
付
金
に
つ
い
て
条
例・

規
則
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。整
備
し
て
欲

し
い
。⑥
消
防
団
員
勤
続
報
酬
制
度
の
新
設

提
案
。⑦
平
成
27
年
度
朝
日
村
消
防
団
条

例
に
は
退
団
年
齢
の
定
め
が
な
い
。条
例
見

直
し
を
要
望
す
る
。

村
長　
前
向
き
に
要
望
に
添
え
る
よ
う
予
算

編
成
・
条
例
整
備
し
て
い
き
た
い
。

1
、
地
区
組
織
・
防
災
部
会
・
地
区
役
員

等
に
つ
い
て

問　
9
月
の
一
般
質
問
に
対
し
て
総
務
課

長
か
ら
役
員
の
統
廃
合
、
ま
た
整
理
に
つ

い
て
は
、
検
討
会
議
を
設
け
て
見
直
し
を

進
め
る
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
検
討

会
議
は
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
進
捗

状
況
は
。

　
防
災
部
会
と
の
協
議
の
結
果
は
昨
年
10

月
、
地
区
と
防
災
部
会
の
複
合
型
が
良
い

と
い
う
事
だ
っ
た
が
、
当
局
は
そ
れ
に
対

し
て
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

　

当
村
は
、地
区
未
加
入
者
、転
居
者
の
避

難
と
安
否
確
認
方
法
等
を
再
度
検
討
し
て

い
く
と
聞
い
た
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

地
区
未
加
入
者
は
2
0
9
世
帯
で
、

加
入
の
進
捗
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
状
況
調
査
を
行
う
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
来
年
1
月
か
ら
検
討
会
議
を

開
く
予
定
で
検
討
し
て
い
く
。

2
、
旭
ケ
丘
地
区
に
つ
い
て

問　
①
前
村
長
の
時
、
村
営
住
宅
を
入
居

者
に
将
来
払
い
下
げ
す
る
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
い
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
村
営
住
宅
を
今
後
ど
う
す
る
の
か

計
画
を
村
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

②
地
区
を
抜
け
た
人
は
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
使
う
の
か
ど
う
か
地
区
で
管

理
も
し
て
い
る
。
18
軒
中
3
軒
の
未
加
入

者
が
い
る
。

建
設
環
境
課
長　
払
い
下
げ
は
し
な
い
。

種
々
の
問
題
は
今
後
対
応
し
て
い
く
。

災
害
の
対
応
策
と
消
防
団
処
遇
改
善
は

答 

今
後
早
急
に
検
討
・
実
行
し
た
い

上條俊策 議員

9
月
議
会
の
答
弁
の
進
捗
状
況
は

答 

ま
だ
な
に
も
対
応
な
し
。
今
後
対
応
し
て
い
く

高橋良二 議員

昭和57年から入居がはじまった村営住宅



8 月よりスタートしました議会と地区の皆様との懇談会は、皆様のご参加のおかげで、種々のご意見・提
案・要望を頂戴し、議員活動の指針ともなるべく大変有難く感謝いたしております。いただきましたご意見

等は、全議員が共有し、行政当局の回答を求め、結果を地区の皆様にご
報告してまいることとしております。

 第 1 回は、8 月に御馬越地区・御道開渡地区・大石原地区、第 2 回は、
11 月に桜ケ丘地区・スタービレッジ・ふたば台地区・旭ヶ丘地区で行
いました。懇談会だけでなく、何時でもご意見・ご要望等ありましたら、
議員までご連絡ください。

上條俊策

7地区で地区懇談会実施
令和2年も随時開催してまいります

当
施
設
組
合
の
歳
入
決
算
は
約

47
億
4
，
3
6
6
万
円
で
前
年
比
5
．

1
%
増
、
歳
出
決
算
額
は
約
46
億
8
，

9
6
3
万
円
、
4
．
1
%
増
と
な
り
ま

し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
収
支

は
約
5
，
4
0
2
万
円
と
な
り
、
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
や
財
政
調
整
基
金
の

積
立
・
繰
入
金
を
加
減
し
た
実
質
単
年

度
収
支
は
、
1
，
8
4
9
万
円
、
3

年
連
続
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
平
成
30
年
度
に
介

護
報
酬
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

施
設
介
護
事
業
に
お
い
て
収
入
は
増
加

し
た
が
、
経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
の
整
備
・
施
設
の
老
朽
化
や
重
度

化
す
る
利
用
者
へ
の
対
応
た
め
の
施
設

改
修
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
厳

し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
の
介
護
職
員

確
保
対
策
な
ど
に
よ
り
、
経
営
環
境
は

益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

高
齢
化
と
核
家
族
化
の
進
む
中

で
、
今
後
益
々
施
設
介
護
の
重
要
性
は

高
ま
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

の
福
祉
施
設
組
合
の
健
全
な
運
営
は
、

村
民
に
と
っ
て
は
重
要
な
関
心
事
で

す
。
今
後
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
最
大
規
模
の

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
に
出
席
し
て

︱
定
例
会（
11
月
5
日
）主
な
議
題
は
、平
成
30
年
度
施
設
組
合
の
決
算
・
運
営
状
況
に
つ
い
て
︱

中
村　
文
映

あさひむら議会だより9

施
設
組
合（
特
別
地
方

公
共
団
体
）は
、3
市
3

町
8
村
で
構
成
・
運
営
さ

れ
て
い
る
。施
設
数
、財

政
規
模
と
も
に
、全
国
で

最
大
規
模
の
組
織
で
す
。

介
護
老
人
福
祉
施
設（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
ピ

ア
や
ま
が
た
、桔
梗
荘

等
）10
事
業
、短
期
入
所

生
活
介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）10
事
業
、通
所
介

護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）6

事
業
を
運
営
し
、地
域
の

介
護
ニ
ー
ズ
を
担
う
と

と
も
に
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
、

機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
朝
日
村
の
利

用
実
績
は
、施
設
利
用

者
は
4
，4
0
2
日
、短

期
入
所
利
用
者
34
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ピアやまがた

10月29日　設立50周年記念事業が
行われた
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10
月
1
日
生
坂
村
B
&
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
於
い
て

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
筑
摩
郡
村

議
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
研
修

等
を
通
じ
て
関
係
諸
情
報
を
交
換

し
、
議
会
の
活
性
化
と
議
会
運
営

の
充
実
に
寄
与
す
る
目
的
で
年
1

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
松
本
山
雅

F
C
か
ら
片
山
氏
、
久
保
氏
を

講
師
に
迎
え
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

サ
ッ
カ
ー
」
の
講
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
9
月
の
議
会
で
は
松
本
山

雅
F
C
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
化
の

為
の
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
松
本
山
雅
F
C
が
サ
ッ

カ
ー
競
技
以
外
の
様
々
な
分
野
で

の
地
域
に
密
着
し
連
携
し
た
活
動

が
直
接
体
験
で
き
て
有
意
義
で
し

た
。「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
」

は
走
れ
な
い
サ
ッ
カ
ー
で
す
、
走

ら
な
い
か
ら
こ
そ
男
女
年
齢
を
問

わ
ず
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
健
康
や
生
き
が
い
を

支
え
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
講
習

は
歩
き
方
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

足
を
上
げ
て
、
胸
を
張
っ
て
、
笑

去
る
10
月
4
日
、
山
形
村
公
民

館
に
お
い
て
山
形
村
議
員
と
朝
日

村
議
員
に
よ
る
合
同
研
修
会
に
出

席
い
た
し
ま
し
た
。
山
形
村
議
員

と
は
毎
年
研
修
会
を
実
施
。
本
年

は
朝
日
村
議
会
が
新
し
い
体
制
と

な
っ
て
初
と
な
る
交
流
会
で
し
た
。

研
修
内
容
は
「
自
治
体
議
員
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」。
昨
今
、
議

員
の
不
祥
事
が
報
道
を
に
ぎ
わ
す

事
態
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
自
治

体
議
員
は
文
字
通
り
、
住
民
の
代

去
る
10
月
18
日
朝
日
村
消
防

団
幹
部
の
要
請
に
よ
り
議
会
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
た
。議
題
は
主

に
朝
日
村
消
防
団
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
。消
防
団

は
、第
1
回
要
望
を
村
に
7
月
5

日
に
説
明・要
望
し
第
2
回
要
望

書
も
10
月
3
日
に
当
局
に
提
出
し

た
が
、何
ら
回
答
が
な
い
の
で
、議

会
に
も
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
、開
催
し
た
。議
会
と
し

て
は
、当
局
の
見
解・回
答
を
待
っ

て
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

し
た
。

朝
日
村
消
防
団
の
要
望
事
項
の
、

主
な
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
分
団
運
営
交
付
金
に
つ
い
て
分

団
運
営
交
付
金
は
約
15
年
以

上
何
ら
見
直
し
さ
れ
て
お
ら
ず

そ
の
間
に
は
消
費
税
ア
ッ
プ
も

あ
り
、今
年
は
10
%
に
な
っ
た
。

分
団
運
営
交
付
金
は
現
行

1
5
2
，0
0
0
円
で
、消
費

税
10
%
分
と
合
わ
せ
て
20
%

ア
ッ
プ
の
1
8
2
，4
0
0
円

以
上
に
し
て
ほ
し
い
。（
1
分
団

当
り
3
0
，4
0
0
円
以
上
）

②
団
員
報
酬
金
も
松
本
広
域
構
成

団
体
に
比
較
し
て
低
く
、分
団

運
営
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、現

状
は
、本
来
団
員
個
人
に
支
払

う
べ
き
団
員
報
酬
を
分
団
運
営

費
に
入
れ
て
運
営
し
、団
員
に

支
給
さ
れ
て
い
な
い
。15
年
以

表
で
あ
り
、
住
民
の
模
範
と
し
て

行
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
研
修
を
山
形
・
朝
日

村
議
員
一
同
、
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
議
員

一
人
一
人
が
自
ら
を
律
し
て
、
時

代
が
求
め
る
「
あ
る
べ
き
姿
」
を

目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
研
修
を
各
自
が
し
っ
か
り
胸
に

刻
ん
で
今
後
の
議
員
活
動
に
一
同

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
北
村
直
樹
）

顔
を
絶
や
さ
ず
歩
き
ま
し
た
。
講

習
後
に
東
筑
5
村
議
会
の
総
当
り

戦
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員

が
楽
し
み
な
が
ら
交
流
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。　
　
（
上
條
昭
三
）

地
域
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加
し
て

議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
沢
山
の
諸
会
議
・

行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
だ
っ
た
活
動
に
つ
い
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議員
活動報告

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会

ウオーキングサッカー競技中

山形村との研修会

山
形
村・朝
日
村

議
員
研
修
会
に
て

朝
日
村
消
防
団
幹
部
と
議
会
と
の
懇
談
会
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上
運
営
費
が
改
正
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、分
団
運
営
交
付
金
及

び
団
員
報
酬
を
改
善
し
、団
員

報
酬
は
団
員
に
支
給
し
た
い
。

③
訓
練・警
戒・出
動
手
当
に
つ
い

て
、手
当
の
金
額
は
近
隣
村
を

見
て
現
状
で
良
い
が
そ
の
支

給
方
法
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

今
の
支
給
方
法
は
、警
戒
割
1

回
、出
動
割
3
回
と
し
て
計
4

回
分
が
事
前
に
支
払
わ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
は
年
間
の
出

動
回
数
は
、主
な
も
の
だ
け
で

も
13
回
あ
り
、見
込
支
払
い
で

は
な
く
、警
戒・訓
練
毎
出
動
団

員
数
の
実
働
に
よ
り
支
払
っ
て

ほ
し
い
。

④
研
修
会・講
習
会
が
県
消
防
学

校
で
開
催
さ
れ
、現
在
年
3
回

で
5
日
間
出
席
し
て
い
る
。こ

れ
に
対
し
て
何
ら
手
当
が
無
い

が
、支
給
を
要
望
す
る
。

⑤
大
会
出
場
交
付
金
に
つ
い
て

条
例
・規
則
が
不
備
。キ
チ
ン

と
整
備
し
て
ほ
し
い
。

⑦
消
防
団
員
勤
続
報
酬
制
度
を

新
設
し
て
ほ
し
い
。

⑧
平
成
27
年
度
朝
日
村
消
防
団

条
例
に
は
退
団
年
齢
の
定
め
が

な
く
、団
員
は
い
つ
ま
で
頑
張

れ
ば
良
い
の
か
も
目
標
も
失
わ

れ
る
。整
備
し
て
ほ
し
い
。

所
感

住
民
の
た
め
、
犠
牲
的
に
活
動

し
て
も
ら
っ
て
い
る
消
防
団
に
対

し
て
世
間
並
の
処
遇
改
善
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
今

ま
で
何
ら
改
善
さ
れ
て
来
な
か
っ

た
こ
と
に
議
員
と
し
て
責
任
を
痛

感
す
る
。	

（
上
條
俊
策
）

11
月
12
日　

午
後
3
時
よ
り

商
工
会
館
に
て
恒
例
の
村
4
団
体

の
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
た
。（
商

工
会
・
農
業
委
員
会
・
J
A
ハ

イ
ラ
ン
ド
農
協
・
朝
日
村
議
会
）

各
団
体
の
活
動
状
況
報
告
、
ま
た
、

「
農
商
工
連
携
と
特
産
品
開
発
に

つ
い
て
」
県
商
工
会
連
合
会
上
席

専
門
経
営
支
援
員
山
中
美
智
子
氏

よ
り
講
演
が
あ
っ
た
。
相
互
に
協

力
し
て
今
後
の
朝
日
村
の
発
展
に

寄
与
す
べ
く
、
さ
ら
な
る
活
動
を

参
加
者
全
員
で
誓
い
合
っ
た
。

（
高
橋
良
二
）

議会活動日誌
10 月

1 火 東筑議員交流会 10P  （生坂村）
4 金 山形村朝日村議員研修会 10P  （山形村）
8 火 松塩地区広域施設組合議会議会運営委員会
9 水 議会全員協議会・議員研修会（国保制度勉強会）
10 木 野俣林道愛護会総会

朝日村上下水道事業運営審議会
18 金 消防団幹部との懇談会 10/11P  
23 水 町村議会議長会定期総会（長野市）
25 金 松塩地区広域施設組合議会10月定例会
27 日 第21回朝日村民ゴルフ大会表彰式
28 月 議会第3回臨時会

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会運営委員会
及び給与制度等検討委員会（塩尻市）

29 火 第1次福祉計画策定推進委員会
11月

2 土 文化祭（文化発表会）
3 祝 朝日村表彰式・朝日村社会福祉大会・文化講

演会
5 火 東筑摩郡議長会長野県要望書提出及び長野県

議会陳情
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会11月定例
会・全協（塩尻市）

6 水 鉢盛中学校組合議会
11 月 旭ヶ丘地区懇談会
12 火 朝日村四団体懇話会 11P  
13 水 町村議会議長全国大会・東筑摩郡村議会議長会

国会議員要望（東京14日まで）
松塩地区広域施設組合環境保全協議会視察（14
日まで）

15 金 議会全員協議会
17 日 桜ヶ丘地区懇談会
18 月 松本広域連合11月定例会・連合議会議員協議会
21 木 議会運営委員会

JA松本ハイランド朝日支所野菜販売実績検討会
22 金 朝日駐在所落成式
29 金 朝日村総合計画審議会
30 土 スタービレッジ・ふたば台地区懇談会

12月
2 月 松本山雅FCホームタウン調印式
5 木 議会12月定例会開会本会議・全員協議会
10 火 議会常任委員会・朝日小学校施設見学

議会だより編集委員会
13 金 議会定例会本会議一般質問
15 日 アイススケート場安全祈願
16 月 あさひプライムスキー場あり方検討会

朝日村社会福祉協議会評議員会
17 火 村議会定例会本会議・全員協議会
18 水 第1次地域福祉計画策定推進委員会
19 木 朝日村総合計画審議会
26 木 あさひ保育園園児との交流会

4 団体懇話会

令和 2年出初式

朝
日
村
４
団
体
懇
話
会



朝日村議会へご意見をお寄せください

私たちの果たす役割

令
和
２
年
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、謹
ん
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
議
会
活
動
に

温
か
な
ご
指
導
と
ご
理
解
を
賜
り
、紙
面
を

お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
近
年
の
気
象
状
況
を
見
る
に
つ
け

て
、今
年
は
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。村
は
防

災
計
画
の
見
直
し
を
始
め
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
っ
て
水
害
対
策
を
始
め
、地
区
防
災
会
の

再
編
や
避
難
行
動
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な

ど
、村
民
皆
様
の
暮
ら
し
の
安
全
安
心
に
繋

が
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

今
年
の
村
の
大
き
な
動
き
は
何
と
言
っ
て

も
、第
６
次
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

村
は
こ
れ
ま
で
、10
年
ご
と
に
、目
指
す
村

の
姿
の
目
標
を
掲
げ
て
村
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。す
で
に
計
画
行
政
50
年
の
歴
史

を
刻
み
ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
た
ゆ
ま
な
い
努
力
で
築
き
上

げ
て
き
た
風
土
を
、未
来
の
村
民
に
確
実
に

渡
す
た
め
に
は
、今
を
生
き
る
私
た
ち
の
果

た
す
役
割
は
重
要
と
考
え
ま
す
。第
６
次
総

合
計
画
は
、困
難
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と

を
前
提
に「
住
民
参
画
」と「
住
民
協
働
」の
村

づ
く
り
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。議
会
は
こ

う
し
た
村
の
取
り
組
み
と
住
民
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
、今
年
も
頑
張
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

保育園もちつき会

・12月定例議会　議案内容及び結果 …………2
・第3回臨時議会　条例未公布問題決着 ……3
・一般質問　村政を問う………………… 4～8
・地区懇談会報告 施設組合議会報告 …………9
・議員活動報告・日誌………………… 10～11
・村民の声、ちょこっと訪問ほか…………… 12
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私
が
朝
日
村
に
移
り
住
ん
で
、
こ
の

三
月
で
丸
四
年
に
な
る
。
こ
こ
に
来
て

間
も
な
く
、
朝
日
村
社
協
が
取
り
組
む

「
さ
ん
で
い
講
座
」
で
講
師
を
引
き
受

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
出
会
い
、「
若
く
て
、元
気
が
あ
っ

て
い
い
。」
と
言
う
一
声
で
朝
日
村
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
会
長
職
を
い

た
だ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。

私
は
、こ
の
講
座
で
出
会
っ
た
方
々
と

「
シ
ャ
ン
テ
・
ド
ゥ
」
と
い
う
歌
の
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
仲
間
と
か
た

く
り
の
里
で
音
楽
療
法
を
し
て
い
る
。

初
め
た
頃
は
な
か
な
か
歌
声
が
聞
こ
え

て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
「
利
用
者

さ
ん
が
歌
っ
て
い
る
の
？
」
と
耳
を
疑

う
ほ
ど
の
歌
声
が
響
く
よ
う
に
な
り
と

て
も
う
れ
し
い
。

私
が
一
番
悩
む
の
は
曲
選
び
で
あ
る
。

童
謡
・
唱
歌
・
昔
の
ヒ
ッ
ト
曲
か
ら
月

ご
と
に
十
数
曲
程
を
選
ぶ
の
だ
が
な

か
な
か
難
し
い
。
せ
っ
か
く
選
ん
で
も
、

み
ん
な
が
知
ら
な
い
曲
だ
っ
た
り
し
て
。

（
苦
笑
）

歌
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
。
曲
名

を
聞
い
て
「
こ
ん
な
曲
は
知
ら
な
い
。」

と
言
う
人
も
周
り
の
歌
声
を
聴
い
て
い
る

う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
口
ず
さ
ん
で
い
る
。

メ
ロ
ディ
は
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
だ
。

一
番
は
何
も
見
な
く
て
も
、
二
番
か

ら
は
用
意
さ
れ
た
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
て

歌
う
。「
私
で
も
歌
え
る
ん
だ
ね
ぇ
。」

と
久
し
ぶ
り
に
歌
っ
て
涙
を
流
す
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
帰
る
と
き
に
は
「
楽
し
か
っ

た
よ
。
あ
り
が
と
う
。」
と
笑
顔
で
話
し

か
け
て
く
れ
る
。
次
回
も
頑
張
ろ
う
と

思
え
る
。

か
た
く
り
に
響
く
み
ん
な
の
歌
声
は
、

生
き
て
い
る
証
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
笑
顔
と
明
る
い
歌
声
を
響
か
せ
ら
れ

る
よ
う
私
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
歌
い

続
け
た
い
。
歌
の
力
を
信
じ
て
。

昨
年
11
月
22
日
に
新
築
さ
れ

た
駐
在
所
を
訪
問
し
た
。朝
日

村
の
治
安
を
守
る
若
き
中
村
所

長（
28
歳
）が
少
し
照
れ
く
さ
そ

う
に
出
迎
え
て
く
れ
た
。所
長
の

活
動
は
村
内
の
お
宅
を
訪
問
・

各
種
相
談
事
の
処
理
・
事
件
事

故
調
査
で
あ
る
。赴
任
当
時
は

地
名
や
道
を
覚
え
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
と
笑
い
な
が
ら
話
す
。

朝
日
村
を
含
む
管
内
の
事
件

と
し
て
多
い
の
は
特
殊
詐
欺
。

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
1
件
当
た
り
の
被
害
額
は
増

加
か
し
て
い
る
。ま
た
、夜
間
の

公
共
交
通
が
乏
し
い
田
舎
で
は

隠
れ
飲
酒
運
転
が
行
わ
れ
て
い

る
可
能
性
も
示
唆
。村
に
は
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
少
な
い
。そ

こ
で
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

強
め
る
こ
と
が
犯
罪
防
止
に
有

効
と
話
す
。取
材
の
最
後
に「
朝

日
村
は
良
い
と
こ
ろ
が
沢
山
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
残
し
な
が
ら
、

住
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。	

（
北
村
直
樹
）

朝
日
村
の
魅
力
っ
て
な
に
?

皆
さ
ん
答
え
ら
れ
ま
す
か
?

「
…
?
」、ぼ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ

ね
え
よ
!
っ
て
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら

れ
ま
す
よ
。そ
の
答
え
は
今
年
示

さ
れ
る「
朝
日
村
第
6
次
総
合
計

画
」の
中
に
あ
り
ま
す
。村
民
の
皆

さ
ん
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
通

じ
て
そ
の
答
え
を
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。そ
し
て
、朝
日
村
の
魅
力
に
つ

い
て
村
民
一
人
一
人
が
自
信
を
も
っ

て
答
え
ら
れ
る
、そ
ん
な
総
合
計

画
の
完
成
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
!

審
議
会
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
〜
す
!!

　
　（
清
沢
正
毅
）
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清
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第三弾 「警察官駐在所｣
朝日村の治安は私が守る！！

歌
の
力

真剣なまなざしの中村所長

新
し
く
な
っ
た
駐
在
所

「シャンテ・ドゥ」練習中の様子

ボランティア連絡協議会
会長 古池 美佐江

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す


